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【工業：電子情報科】

平成２５年度 指導と評価の年間計画（シラバス）

盛岡工業高校 全日制課程

教 科 プログラミング技術 単位数 ２ 学科・学年 電子情報科・２年

使用教科書 プログラミング技術 実教出版 副 教 材 ２級情報技術検定試験標準問題集 平成２５年度版

到達目標（具体的な取組【評価規準を念頭に置いた指導上の留意点】） 評価の重点

コンピュータのプログラミングに関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度 関 思 技 知
を育てる 心
（１）コンピュータによる問題処理手順 ・ 考 能 識
（２）プログラミング技法 意 ・ ・
（３）応用プログラム 欲 判 表 ・

・
態 断 現 理

学期 月 学習項目 主な学習活動・評価のポイント 評価方法 度
（単元名、教材、学習領域） 解

第１章 システム開発をしたり、プログラムを作
４ 成したりするために必要な基本的事項に

前 コンピュータによる問題処理手順 ついて学習させる。 観察記録 ○ ○ ○
システム開発とプログラムの作成

自己評価 ○ ○
期 システムの開発・運用・維持のためには

５ 文書化 必要な事項整理し文書として残しておく 定期考査 ○ ○
中 ことが必要である。この説では文書の種

類、図表について学ばせる。

間 OS とプログラム言語 ソフトウエアとして、基本ソフトウエア
６ と応用ソフトウエアの種類と両者の関係

およびプログラム言語の種類について学
ばせる。

実行可能プログラム 原始プログラムが実行可能プログラムに
６ 変換される過程およびユーティリティプ

ログラムの種類について学ばせる。

前 第２章 観察記録 ○ ○ ○

７ プログラミング技法 プログラム言語 C の特徴および C による 自己評価 ○ ○
期 基本的なプログラムについて学習させる。

基本的なプログラム 定期考査 ○ ○

末 プログラムの制御構造 プログラムの流れを変える制御文として
８ 分岐や繰り返しなどの基本的な事項につ

いて学習させる。

配列とポインタ データを効率よく扱うための配列および
９ メモリを直接操作することができるポイ

ンタの基本的事項について学ばせる。

C の特徴としの一つとしての関数につい
９ 関数 て学ばせ、生徒に関数をつくらせ、プロ

後 グラムを効率よく作成するための基本的 観察記録 ○ ○ ○
事項について学ばせる。

自己評価 ○ ○
期 標準化とテスト技法 プログラム技法を活用するためのテスト

１０ 技法およびプログラムを標準化する方法 定期考査 ○ ○
中 について学習させる。

第３章
応用的プログラム

間 テーブルを取り扱うための配列や構造体
１１ テーブルとファイルの利用 およびフロッピディスクや磁気ディスク

などに記録されているファイルについて
学習させる。

１１ ネットワークの利用 ネットワークに接続されているコンピュ
ータを使って行うファイルの転送および 観察記録 ○ ○ ○

学 遠隔操作について学ばせる。
自己評価 ○ ○

１２ 制御用ＩＣの活用 入出力インターフェースに関する基本的
年 事項を学習させ、制御についても学習さ 定期考査 ○ ○

せる。
１

末 グラフィック マルチウインドウに対応したコンパイラ
を使ってグラフィック処理を行う場合の

２ 基本的事項について学習させる。

３


